









ロジェ・ド・ピール（Roger de Piles 1635-1709）の












































る最高度の完璧さ（le plus haut degré de perfection）に対応
している。そして18点は私たちが判断するに最も完璧さに
近づいた画家たち（ceux qui ont le plus approché de la
perfection）に対応し、最も低い数値は完璧さから最も離れ
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divers ouvrages sur la peinture et le coloris』に再録
された『最も著名なる画家たちの作品に関する論説













いての対談 Entretiens sur la peinture』となってい
るように、ドラクロワはその引用元をおそらくフェ
リビアンの著作『古今の最も優れた芸術家の生涯と
作品についての対談 Entretiens sur les vies et sur



















































































現されていない最高度の完璧さ（le plus haut degré
de perfection）に、18点を現実に最も完璧さに近づ




ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
はまさしく画家の採点表な
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
のであって、ド・ピール
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
が完璧さの観念で評価しよ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
うとしていたのは、最終












































ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ジャンルの芸術家としてま














































学ではないか！（La plaisante chimie qui analyse ainsi



















の上なく高価な金属（ces métaux inestimables formés










































































いて（dans des sens différents）である。美しさのなか



























ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
さ／完璧さを評価するに
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
あたり、程度という量的尺
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
度を退けている













ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
的尺度に替えて、互いに異
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
なるために比較衡量でき
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ない美しさ／完璧さの多様
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
性、言い換えれば、異な
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
る様式はそれぞれに美しく
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完璧である、という質的






























































































































ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
に最も近づきえた芸術家の
















ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
様式と人生は多
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
様なままに完璧であり権利
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
上それらは同等であると
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ディドロ『絵画論 Traité de peinture』はミニコミ誌『文
藝通信』に全５回で掲載された。その掲載順は第１章
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「Le style c’est l’homme」という表現は、博物学者ビュフォ














“Raphael”, Revue de Paris, 1830／“Michel-Ange”, Revue de
Paris, en mai et en juillet 1830 ／ “Puget”, Plutarque
Français, 1845／“Prudhon”, Revue des Deux-Mondes, le 1er
novembre 1846／“Gros”, Revue des Deux-Mondes, le 1er
septembre 1848／“Le Poussin”, Le Moniteur Universel, 26,
29 et 30 juin, 1853／“Charlet”, Revue des Deux-Mondes, le 1er
juillet 1862.















※図③④の出典：Roger de Piles, Cours de peinture par
principes, Nîmes, Jacqueline Chambon,1990, pp.220-221.
図④ ｢画家の採点表」（Ｍ-Ｚ）
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図⑤ ラファエッロ・サンツィオ《聖体の論議》1509年、ヴァティカーノ宮署名の間
Archivi Alinari, Firenze / distributed by AMF
図⑥ パオロ・ヴェロネーゼ《カナの婚宴》1562～1563年頃、ルーヴル美術館蔵
Photo (C) RMN-Grand Palais (musée du Louvre) / Michel Urtado / distributed by AMF
